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はじめに

『Sun Fire X4150、X4250、および X4450 サーバー診断ガイド』では、ツールを使用し
てサーバーの問題点を診断する方法について説明します。

本書を読む前に
『Sun Fire X4150 Server Safety and Compliance Guide (Sun Fire X4150 サーバー安全の手
引き )』および『Sun Fire X4250 and X4450 Safety and Compliance Guide (Sun Fire 
X4250 および X4450 サーバー安全の手引き )』に記載されている安全ガイドラインを
確認してください。

関連ドキュメント
Sun Fire™ X4150、X4250、および X4450 サーバーのドキュメントセットについては、
システムに付属している『Where To Find Sun Fire X4150, X4250, and X4450 Servers 
Documentation (Sun Fire X4150、X4250、および X4450 サーバーのドキュメントの場
所 )』シートを参照してください。また、ドキュメントは、http://docs.sun.com 
でも参照できます。

一部のドキュメントについては、http://docs.sun.com で翻訳版が提供されてい
ます。ドロップダウンリストから言語を選択し、製品カテゴリのリンクを使って Sun 
Fire X4150、X4250、および X4450 サーバーのドキュメントに移動します。Sun Fire 
X4150、X4250、および X4450 サーバーのドキュメントについては、簡体字中国語、
繁体字中国語、フランス語、日本語、韓国語の翻訳版が入手可能です。

英語版は頻繁に改訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。Sun 
のすべてのドキュメントについては、http://docs.sun.com を参照してください。
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表記上の規則

サードパーティーの Web サイト
Sun 社は、本書で挙げているサードパーティーの Web サイトの 利 用について責任を
負いません。また、当該サイトまたはリソースから入手可能なコンテンツや広告、製
品またはその他の素材を推奨したり、責任あるいは法的義務を負うものではありませ
ん。さらに、他社の Web サイトやリソースに掲載されているコンテンツ、製品、
サービスなどの使用や依存により生じた実際の、または嫌疑的な損害や損失について
も責任を負いません。

書体*

* ご使用のブラウザの設定によっては、表示内容が多少異なる場合もあります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、および画面上のコ
ンピュータ出力を示します。

.login ファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイルを表
示します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力とは区
別して示します。

% su

Password:

AaBbCc123 書名、新しい用語、強調する語
句、および変数を示します。変
数の場合には、実際に使用する
特定の名前または値で置き換え
ます。

『User’s Guide (ユーザーズガイド)』の第 6 章
を参照してください。

これらはクラスオプションと呼ばれます。

これを行うには、ユーパーユーザーであ
る必要があります。

ファイルを削除するには、rm <ファイル
名> と入力します。
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コメントをお寄せください
Sun 社は、ドキュメントの改善を常に心がけており、皆様のコメントや提案を歓迎い
たします。コメントは次のサイトを通してお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

フィードバックには、本書のタイトルと部品番号を記載してください。

Sun Fire X4150、X4250、および X4450 サーバー診断ガイド、部品番号 820-5736-10
はじめに ix
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章第 1

サーバーの初期点検

この章では、次の項目について説明します。

■ 「サービスのトラブルシューティングのフローチャート」(1 ページ)

■ 「サービス情報の収集」(2 ページ)

■ 「システム検査」(3 ページ)

サービスのトラブルシューティングの
フローチャート
サーバーのトラブルシューティングを実施する際は、次のフローチャートに従って本
書の情報を参照してください。

表 1-1 トラブルシューティングのフローチャート

実施する作業 参照するセクション

サービスの初期情報を収集します。 「サービス情報の収集」(2 ページ)

電源投入に問題がないか調査します。「電源の問題のトラブルシューティング」(3 ページ)

外部の目視検査と内部の目視検査を
実施します。

「サーバー外部の点検」(3 ページ)
「サーバー内部の点検」(4 ページ)

DIMM の問題のトラブルシューティ
ングを行います。

「DIMM の問題のトラブルシューティング」(7 ページ)

BIOS イベントログを参照します。 「イベントログの表示」(39 ページ)

サービスプロセッサのログとセン
サー情報を確認します。

「ILOM サービスプロセッサの Web インタフェースを使
用したシステム情報の表示」(49 ページ)

診断ソフトウェアを実行します。 「Pc-Check 診断ソフトウェアの使い方」(13 ページ)
「SunVTS 診断ソフトウェアの使用」(35 ページ)
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サービス情報の収集 
サーバーの問題の原因を特定するためには、まず、サービス依頼の書類やオンサイト
の担当者から情報を収集します。次の一般的なガイドラインに従って、トラブルシュー
ティングを開始してください。

情報を収集するには、次の手順に従います。

1. 次の項目に関する情報を収集します。

■ 障害の前に発生したイベント

■ 更新またはインストールしたハードウェアまたはソフトウェアがないか

■ サーバーが最近インストールまたは移動されたか

■ サーバーでこの現象がどのくらい続いているか

■ 問題発生の頻度と時間

2. サーバー設定を変更する前に、現在の設定を記録します。

可能な限り、一度に 1 つの設定のみを変更するようにすると、問題を特定できま
す。これにより、環境の制御を維持し、トラブルシューティングの範囲を限定で
きます。

3. 変更の結果をすべて記録します。エラーメッセージ、情報メッセージもすべて書
き留めます。

4. 新しいデバイスを追加する前に、デバイスの衝突の可能性がないか確認します。

5. バージョンの依存関係を確認します。特にサードパーティーソフトウェアとの依
存関係については注意してください。
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システム検査
ハードウェアコンポーネントの問題のよくある原因としては、設定が正しく指定され
ていないこと、ケーブルが緩んでいるか正しく接続されていないことがあります。

電源の問題のトラブルシューティング
■ サーバーの電源が入る場合は、このセクションをスキップして、「サーバー外部の

点検」(3 ページ) に進みます。

■ サーバーの電源が入らない場合は、次の点を確認します。

■ AC 電源コードがサーバーの電源と AC 電源にしっかり接続されていることを
確認します。

■ メインカバーが正しく取り付けられていることを確認します。

カバーが外れた状態では、マザーボードの侵入スイッチによって、自動的に
サーバーの電源がシャットダウンされ、スタンバイモードになります。

サーバー外部の点検 
外部システムを目視点検するには、次の手順に従います。

1. コンポーネントの障害を示す外部ステータスインジケータ LED を点検します。

LED の位置と動作に関する説明については、「外部ステータスインジケータ LED」
(41 ページ) を参照してください。

2. サーバー環境で空気の流れを遮断するものがないこと、電源をショートさせるよ
うな接触がないことを確認します。

3. 明らかな問題がない場合は、次のセクション「サーバー内部の点検」(4 ページ) 
に進みます。
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サーバー内部の点検

内部システムを目視検査するには、次の手順に従います。

1. 主電源モードからスタンバイ電源モードへサーバーをシャットダウンする方法を選
択します。各プラットフォームの電源ボタンの位置については、図 1-1、図 1-2、およ
び図 1-3 を参照してください。

■ 適切な順序でのシャットダウン – ボールペンなどの非導電性の先の尖ったもの
で、前面パネルにある電源ボタンを押します。ACPI (Advanced Configuration 
and Power Interface) が有効な OS では、これで適切な順序での OS シャットダ
ウンが実行されます。ACPI 対応の OS を実行していないサーバーは、即座にス
タンバイ電源モードにシャットダウンされます。

■ 緊急シャットダウン – ボールペンなどの非導電性の先の尖ったもので、電源ボ
タンを 4 秒間押し続けると、主電源がオフになりスタンバイ電源モードになり
ます。

注意 – 緊急シャットダウンを実行すると、開いているファイルが破損することがあり
ます。緊急シャットダウンは必要な場合にのみ使用してください。

主電源がオフになると、前面パネルにある電源/OK LED が点滅し、サーバーがス
タンバイ電源モードにあることを示します。

注意 – 電源ボタンを使用してスタンバイ電源モードに切り替えても、電源はまだ
サービスプロセッサと電源ファンに供給されており、そのため電源/OK LED が点滅
します。サーバーの電源を完全に切断するには、サーバーの背面パネルから AC 電源
コードを取り外します。

図 1-1 X4150 サーバーの前面パネルの電源ボタン
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図 1-2 X4250 サーバーの前面パネルの電源ボタン

図 1-3 X4450 サーバーの前面パネルの電源ボタン

2. サーバーのカバーを取り外します。

サーバーのカバーの取り外し手順については、サーバーのサービスマニュアルを
参照してください。

3. 内部ステータスインジケータ LEDを点検します。これらの LED は、コンポーネ
ントの障害を知らせます。

LED の位置と動作に関する説明については、「内部ステータスインジケータ LED」
(45 ページ) を参照してください。

Tucani_front_LED.tif
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注 – 内部 LED を確認するには、サーバーがスタンバイ電源モードである必要があり
ます。

4. 緩んだコンポーネントや、正しく固定されていないコンポーネントがないことを
確認します。

5. システム内部のケーブルが、すべて適切なコネクタに正しく接続されていること
を確認します。

6. 出荷後に接続されたコンポーネントが正規品であり、サポートされていることを
確認します。

サポートされている PCI カードおよび DIMM については、サーバーのサービスマ
ニュアルを参照してください。

7. 取り付けられている DIMM が、サポートされている DIMM の配置規則と構成
に従っていることを確認します。DIMM の配置規則と構成については、使用し
ている製品のサービスマニュアルを参照してください。

8. サーバーのカバーを取り付けます。

9. サーバーを主電源モード (すべての電源をオン) に復元するには、前面パネルに
ある、電源ボタンをボールペンなどの非導電性の先の尖ったもので押します。
図 1-1、図 1-2、および図 1-3 を参照してください。

主電源がサーバーに完全に供給されると、電源ボタンのとなりにある電源/OK 
LED が点灯し続けます。

10. サーバーに明らかな問題がない場合は、電源投入時の自己診断テスト (POST) メッ
セージや、システム起動時の BIOS イベントログを確認することによって、さらに
情報を取得できます。「イベントログの表示」(39 ページ) の手順に進みます。
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章第 2

DIMM の問題のトラブル
シューティング

この章では、サーバーのデュアルインラインメモリーモジュール (DIMM) に関する問
題を検出および解決する方法について説明します。この章には次の節があります。

■ 「DIMM 交換ガイドライン」(7 ページ)

■ 「DIMM エラーのシステムによる処理方法」(8 ページ)

■ 「IMM ECC エラーの特定と修正」(11 ページ)

注 – DIMM の配置規則については、サービス対象システムのサービスマニュアルか、
サービスラベルを参照してください。

DIMM 交換ガイドライン
次のイベントが発生した場合は DIMM を交換してください。

■ BIOS でのメモリテストで、修正不可能なエラー (UCE) が発生する場合。

■ UCE が発生し、調査の結果エラーの原因がメモリにあることがわかった場合。

■ 1 つの DIMM で 24 時間以内に修正可能なエラー (CE) が 24 件以上発生し、他の 
DIMM では CE が発生していない場合。

注 – 複数の DIMM で複数の CE が発生した場合は、Sun に認定されたサポート技術
者によって、CE の原因となる要素が DIMM 以外にはないと判断された場合にのみ、
DIMM を交換してください。

メモリエラーを示すログのコピーを確保してから、Sun に連絡してください。
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DIMM エラーのシステムによる処理方法
この節では、次の項目について説明します。

■ 「修正不可能な DIMM エラー」(8 ページ)

■ 「修正可能な DIMM エラー」(8 ページ)

■ 「DIMM 障害 LED」(9 ページ)

修正不可能な DIMM エラー

すべてのオペレーティングシステムで、修正不可能なエラー (UCE) が発生したときの
動作は同じです。

1. UCE が発生すると、メモリコントローラーによって、ただちにシステムがリブー
トされます。

2. リブート中に、BIOS によってマシンチェックレジスタがチェックされ、以前のリ
ブートが UCE によるものかが確認されます。

次に示すように、修正不可能な ECC がサービスプロセッサのシステムイベントロ
グ (SEL) に表示されます。

Memory (メモリー ) | Uncorrectable ECC (修正不可能な ECC) | 
Asserted (アサート) | DIMM A0

修正可能な DIMM エラー

1 つの DIMM で 24 時間以内に 24 件以上の修正可能なエラー (CE) が発生した場合
は、障害があると考えられるため、交換することをお勧めします。

24 時間以内に 24 件のシングルビットエラーが検出されると、CE が SEL に記録され、
障害 LED が点灯します。CE は、サポートされているオペレーティングシステムで次
のように報告され、処理されます。

■ Windows Server:

a. タスクバーにマシンチェックエラーのメッセージの吹き出しが表示されます。

b. イベントビューアを開き、エラーを表示します。

イベントビューアにアクセスするためのメニューパスは次のとおりです。

「スタート」-->「管理ツール」-->「イベントビューア」

c. 時刻を基準に個々のエラーを表示して、エラーの詳細を確認します。
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■ Solaris:

Solaris FMA によって、修正可能な ECC (Error Correction Code) エラーが報告さ
れ、場合によってはメモリーがリタイアされます。詳細は、Solaris のドキュメン
トを参照してください。

ECC エラーを表示するには、次のコマンドを使用します。

fmdump -eV 

DIMM 障害 LED 
マザーボード (または x4450 ではメモリートレイ) の「Remind (障害検知)」ボタンを
押すと、24 時間以内に 24 件以上の CE が検出された DIMM の隣にある LED が点滅
します。

■ DIMM 障害 LED がオフになっている: DIMM は正しく動作しています。

■ DIMM 障害 LED が点滅している (オレンジ色): DIMM の対のうち、少なくとも 1 
つの DIMM で 24 時間以内に 24 件の CE または 1 件の UE (修正不可能なエラー) 
が報告されています。

マザーボードの「Remind (障害検知)」ボタンと LED の位置については、図 2-1 および
図 2-2 を参照してください。 
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図 2-1 マザーボード上の DIMM と LED (X4150 および X4250)

Remind 

ボタン
(障害検知)
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図 2-2 メザニンボードの DIMM と LED (x4450)

IMM ECC エラーの特定と修正
ログファイルで ECC (Error Correction Code) エラーや DIMM の問題が報告された場
合は、次の手順に従って障害を特定します。

この例では、ログファイルで D0 の DIMM のエラーが報告されています。DIMM D0
の障害 LED がオンになっています。

DIMM ECC エラーを特定して修正するには、次の手順に従います。

1. サーバーをシャットダウンしてスタンバイ電源モードにし、カバーを取り外してお
きます。

2. 取り付けられている DIMM を点検し、製品サービスマニュアルの DIMM 配置
規則に従っていることを確認します。

Remind

ボタン

 (障害検知)
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3.「Remind (障害検知)」ボタンを押し、DIMM 障害 LED を点検します。図 2-1 お
よび図 2-2 を参照してください。

CE および UCE の場合、点滅している LED で、エラーが存在する DIMM がわか
ります。

4. サーバーの AC 電源コードを取り外します。

注意 – コンポーネントを取り扱う前に、シャーシの接地 (表面が無塗装の金属) に帯
電防止リストストラップを装着します。本システムのプリント基板とハードディスク
ドライブには、静電気に非常に敏感なコンポーネントが含まれています。

注 – 障害情報を回復するには、『Sun Integrated Lights Out Manager 2.0 User's Guide 
(Sun Integrated Lights Out Manager 2.0 ユーザーズガイド)』の説明に従って、SP 
SEL を参照してください。

5. DIMM スロットから DIMM を取り外します。

詳細は、サーバーのサービスマニュアルを参照してください。

6. DIMM のコネクタまたは回路に、物理的な破損、ほこり、またはその他の汚れ
がないか、目視検査します。

7. DIMM スロットに物理的な破損がないか目視検査します。スロットのプラス
チック部分にひびや破損がないか確認します。

8. DIMM のほこりを払い、接触部分を拭き、取り付けます。

注意 – DIMM のほこりを払うときは、必ず圧縮空気を使用してください。

9. 目に見える破損がない場合は、障害が発生した DIMM をすべて交換します。

UCE の場合は、LED で障害があることが示されてる DIMM ペアの両方の DIMM 
を交換します。DIMM は、正しく挿入して、取り外しレバーを固定する必要があ
ります。

10. サーバーに AC 電源コードを再接続します。

11. サーバーの電源を入れて、診断テストを再度実行します。

12. ログファイルを確認します。

テストの結果同じエラーが確認された場合は、CPU に問題があり、DIMM の問題
ではありません。
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章第 3

Pc-Check 診断ソフトウェアの使い方

この章では、システムに付属する Tools and Drivers CD に収録されている診断アプリ
ケーションの使い方について説明します。

診断の出力は、サポートされている Linux または Solaris オペレーティングシステム
を実行しているシステムで利用できます。システムで特定の問題が発生している場合
は、Pc-Check 診断ソフトウェアを使用して問題を診断し、解決してください。

この章には次のセクションがあります。
■ 「Pc-Check 診断ソフトウェアの概要」(14 ページ )
■ 「Advanced Diagnostics Tests ( 高度な診断テスト )」(18 ページ )
■ 「バーンインテスト」(21 ページ )
■ 「「Create Diagnostic Partition ( 診断パーティションの作成 )」オプション」

(26 ページ )
■ 「Show Results Summary ( 結果の概要表示 )」(32 ページ )
■ 「Print Results Report ( 結果レポートの印刷 )」(34 ページ )
■ 「About Pc-Check (PC-CHECK について )」(34 ページ )
■ 「Exit to DOS ( 終了して DOS に戻る )」(34 ページ ) 
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Pc-Check 診断ソフトウェアの概要
Sun Fire X4150、X4250、X4450 の各サーバーの診断機能は、DOS ベースの Pc-Check
ユーティリティーに含まれています。このプログラムは、Tools and Drivers CD から
のみアクセスして実行できます。Pc-Check は、すべてのマザーボードコンポーネン
ト、ポート、およびスロットを検出し、テストするように設計されています。

サーバーでハードウェア関連のエラーメッセージ (メモリーエラーやハードディスク
エラーなど) が表示された場合は、次のいずれかのテストを実行します。

■ Advanced Diagnostics Test (高度な診断テスト): 特定のハードウェアコンポーネン
トのテスト

■ Immediate Burn-in Test (即時バーンインテスト): サーバー診断テストスクリプト

Tools and Drivers CD からこれらのテストオプションにアクセスする方法を次に示し
ます。

Pc-Check 診断ソフトウェアへのアクセス

Pc-Check 診断ソフトウェアへのアクセスに使用する方法に応じて、次のいずれかを行
います。

■ 使用しているサーバーに DVD ドライブが取り付けられている場合は、次の手順に
従います。

a. Tools and Drivers CD を DVD ドライブに挿入し、システムをリブートします。

b. 1 と入力して、ハードウェア診断ソフトウェアを実行します。

■ Pc-Check ソフトウェアを PXE サーバーから実行する場合は、付録 D を参照して
ください。

■ Pc-Check ソフトウェアを ILOM Web インタフェースから実行する場合は、次の
手順に従います。

a.「Remote Control (リモートコントロール)」->「Diagnostic (診断)」タブを選
択します。

b. 次のいずれかのオプションを選択します。

■ Enabled (有効) – 簡易診断テストを開始します。このテストの実行時間は 
3 分です。

■ Extended (拡張) – 30 分の診断テストを開始します。

■ Manual (手動) – 診断の完全版を開始し、すべてのテストを実行できます。
このオプションでは、Tools and Drivers CD から診断ソフトウェアを起動
した場合と同じ結果が得られます。
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c. 「Save (保存)」をクリックします。

d. サーバーをリブートします。

ILOM Web インタフェースの使い方の詳細は、『Integrated Lights Out Manager 
2.0 ユーザーズガイド』を参照してください。

システムが起動し、Pc-Check のメインメニューが表示されます。

システム情報が読み込まれ、診断メインメニューが開き、次のメニューオプショ
ンが表示されます。

■ System Information Menu (システム情報メニュー )

■ Advanced Diagnostics Tests (高度な診断テスト)

■ Immediate Burn-in Testing (即時バーンインテスト)

■ Deferred Burn-in Testing (遅延バーンインテスト)

■ Create Diagnostic Partition (診断パーティションの作成)

■ Show Results Summary (結果の概要表示)

■ Print Results Report (結果レポートの印刷)

■ About PC-CHECK (PC-CHECK について)

■ Exit to DOS (終了して DOS に戻る)

特定のハードウェアコンポーネントテストを実行する場合は、「Advanced Diagnostics
Tests (高度な診断テスト)」を選択します。Sun 提供のテストスクリプトを実行する場
合は、「Immediate Burn-in Testing (即時バーンインテスト)」を選択します。

矢印キーを押してメニュー項目を移動し、選択します。メニュー項目を選択するには、
Enter キーを押し、メニューを終了するには、Esc キーを押します。各画面の下部に移
動方法が表示されます。

この章の後続の各節では、メニュー項目とテストの詳細について説明します。
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「System Information Menu (システム情報
メニュー )」の各オプション

「System Information menu (システム情報メニュー )」の各オプションを表 3-1 に示し
ます。

表 3-1 「System Information Menu (システム情報メニュー )」の各オプション

オプション 説明

System Overview
(システムの概要)

システム、マザーボード、BIOS、プロセッサ、メモ
リーキャッシュ、ドライブ、ビデオ、モデム、ネット
ワーク、バス、およびポートに関する基本情報が表示さ
れます。

Hardware ID Image Menu
(ハードウェア ID イメージメ
ニュー )

アップデートと最新バージョンのシステムとの比較など
のシステム情報を表示するドキュメントを作成できます。
この情報の作成および表示には XML 形式が使用されま
すが、テキスト (.txt) 形式を選択することもできます。

System Management Information
(システム管理情報)

BIOS の種類、システム、マザーボード、格納装置、プ
ロセッサ、メモリーモジュール、キャッシュ、スロッ
ト、システムイベントログ、メモリーアレイ、メモリー
デバイス、メモリーデバイスマップアドレス、およびシ
ステムブートに関する、システムから取得した情報が表
示されます。

PCI Bus Information
(PCI バス情報)

「System Management Information (システム管理情報)」
セクションと同様に、システム内の pci-config ス
ペースの特定のデバイスに関する詳細が表示されます。

IDE Bus Information
(IDE バス情報)

一次および二次 IDE コントローラ上のマスター /ス
レーブデバイスが表示されます。

PCMCIA/CardBus Info 
(PCMCIA/CardBus 情報)

Sun Fire X4150、X4250、X4450 の各サーバーには関連
しません。

Interrupt Vectors 
(割り込みベクトル)

デバイス割り込みベクトル情報の一覧と詳細が表示され
ます。

IRQ Information (IRQ 情報) ハードウェア割り込みの割り当てが表示されます。

Device Drivers
(デバイスドライバ)

Open DOS の下で読み込まれているデバイスドライバが
表示されます。

APM Information (APM 情報) システムの APM (Advanced Power Management) 機能
をテストします。電源状態の変更、電源状態の表示、
CPU 使用率の表示、PM イベントの取得、またはイン
タフェースモードの変更を行うことができます。

I/O Port Browser 
(I/O ポートブラウザ)

システムのハードウェアデバイスに対する I/O ポート
の割り当てが表示されます。
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Memory Browser
(メモリーブラウザ)

システム全体のマップ済みメモリーを参照できます。

Sector Browser
(セクターブラウザ)

ハードディスクと DVD ディスクのセクター情報をセク
ター単位で読み取ります。

CPU Frequency Monitor 
(CPU 周波数モニター )

プロセッサ速度をテストします。

CMOS RAM Utilities
(CMOS RAM ユーティリティー )

システムの CMOS 設定が表示されます。

SCSI Utilities
(SCSI ユーティリティー )

Sun Fire X4150、X4250、X4450 の各サーバーには関連
しません。

Text File Editor
(テキストファイルエディタ)

テキストファイルエディタが開きます。

Start-Up Options
(初期設定オプション)

診断テストのオプションを設定できます。

表 3-1 「System Information Menu (システム情報メニュー )」の各オプション (続き)

オプション 説明
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Advanced Diagnostics Tests (高度な診断
テスト) 

「Advanced Diagnostics Tests (高度な診断テスト)」
メニューの各オプション

表 3-2 に、「Advanced Diagnostics Tests (高度な診断テスト)」メニューの各オプショ
ンの名前と簡単な説明を示します。

表 3-2 「Advanced Diagnostics Tests (高度な診断テスト)」メニューの各オプション

オプション 説明

Processor (プロセッサ) プロセッサの詳細情報が表示され、「Processor Tests (プ
ロセッサテスト)」メニューで、システムのプロセッサを
テストできます。

Memory (メモリー ) メモリーの詳細情報が表示され、「Memory Tests (メモ
リーテスト)」メニューで、システムのメモリーをテスト
できます。
また、各種システム搭載メモリー (システムメモリー、
キャッシュメモリー、ビデオメモリーなど) の一覧も表
示されます。

Motherboard (マザーボード) マザーボードの詳細情報が表示され、「Motherboard 
Tests (マザーボードテスト)」メニューで、システムのマ
ザーボードをテストできます。

Diskettes (フロッピーディスク) Sun Fire X4150、X4250、X4450 の各サーバーには関連し
ません。

Hard Disks (ハードディスク) ハードディスクの詳細情報が表示され、「Hard Disk Tests 
(ハードディスクテスト)」メニューで、システムのハー
ドディスクをテストできます。ハードディスクのテスト
とスクリプトの詳細は、「ハードディスクのテスト」
(20 ページ) を参照してください。

CD-ROM/DVD 表示される「CD-ROM/DVD」メニューで、システムの 
DVD デバイスをテストできます。

ATAPI Devices (ATAPI デバイス) システムの IDE コントローラに接続されている、DVD 
およびハードディスク以外のデバイス (Zip ドライブなど) 
の詳細情報が表示されます。
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Serial Ports (シリアルポート) シリアルポートの詳細情報が表示され、「Serial Ports 
Tests (シリアルポートテスト)」メニューで、システムの
シリアルポートをテストできます。注: シリアルポートの
テストにパスするには、BIOS セットアップ画面の 
COM1 エントリを「System (システム)」に設定する必要
があります。また、シリアルポートループバックコネク
タの使用も必要になる場合があります。

Parallel Ports (パラレルポート) Sun Fire X4150、X4250、X4450 の各サーバーには関連し
ません。

Modems (モデム) Sun Fire X4150、X4250、X4450 の各サーバーには関連し
ません。

ATA ATA のテストメニューが表示されます。

USB システムの USB デバイスの詳細情報が表示され、「USB 
Tests (USB テスト)」メニューで、USB をテストできます。

FireWire Sun Fire X4150、X4250、X4450 の各サーバーには関連し
ません。

Network (ネットワーク) ネットワークレジスタコントローラのテストを実行します。

Keyboard (キーボード) 「Keyboard Test (キーボードテスト)」メニューが表示さ
れ、オプションを選択してキーボードのさまざまなテス
トを実行できます。

Mouse (マウス) マウスの詳細情報が表示され、メニューを使用してマウ
スをテストできます。

Joystick (ジョイスティック) Sun Fire X4150、X4250、X4450 の各サーバーには関連し
ません。

Audio (オーディオ) Sun Fire X4150、X4250、X4450 の各サーバーには関連し
ません。

Video (ビデオ) ビデオカードの詳細情報が表示されます。最初、モニ
ターにちらつきが生じる場合がありますが、「Video Test 
Options (ビデオテストオプション)」メニューが表示さ
れ、さまざまなビデオテストを実行できます。

Printers (プリンタ) Sun Fire X4150、X4250、X4450 の各サーバーには関連し
ません。

Firmware - ACPI 
(ファームウェア - ACPI)

ACPI (Advanced Configurable Power Interface) の詳細情
報が表示され、「ACPI Tests (ACPI テスト)」メニューで、
ACPI をテストできます。

表 3-2 「Advanced Diagnostics Tests (高度な診断テスト)」メニューの各オプション (続き)

オプション 説明
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ハードディスクのテスト 
1. メインメニューで、「Advanced Diagnostics Tests (高度な診断テスト)」を選択し

ます。

2.「Advanced Diagnostics Tests (高度な診断テスト)」メニューで、「Hard Disks 
(ハードディスク)」を選択します。

3.「Select Drive (ドライブの選択)」メニューで、テストするハードディスクを選択
します。

「Hard Disk Diagnostics (ハードディスクの診断)」ウィンドウが開き、選択した
ハードディスクの情報と共に「Hard Disk Tests (ハードディスクテスト)」メ
ニューが表示されます。

「Hard Disk Tests (ハードディスクテスト)」メニューには、次のオプションが表示
されます。

■ Select Drive (ドライブの選択)
■ Test Settings (テストの設定)
■ Read Test (読み取りテスト)
■ Read Verify Test (読み取り検証テスト)
■ Non-Destructive Write Test (非破壊書き込みテスト)
■ Destructive Write Test (破壊書き込みテスト)
■ Mechanics Stress Test (機械的応力テスト)
■ Internal Cache Test (内部キャッシュテスト)
■ View Error Log (エラーログの表示)
■ Utilities Menu (ユーティリティーメニュー )
■ Exit (終了)

「Media Test (メディアテスト)」のオプションには、「Read Test (読み取りテスト)」、
「Read Verify Test (読み取り検証テスト)」、「Non-Destructive Write Test (破壊書き込
みテスト)」、および「Destructive Write Test (破壊書き込みテスト)」が含まれます。こ
れらのテストは、ハードドライブハードウェアに関連するメディア (物理ディスクな
ど) のテストに対応します。

注意 – Destructive Write Test (破壊書き込みテスト) を実行すると、ディスクに格納さ
れているデータがすべて破棄されます。

「Device Test (デバイステスト)」オプションには、「Mechanics Stress Test (機械的応力
テスト)」と「Internal Cache Test (内部キャッシュテスト)」が含まれます。これらの
テストは、ハードドライブハードウェアに関連する非メディア関連デバイス (ヘッド
や内部キャッシュなど) のテストに対応します。

これらのテストを選択するほかに、テストのパラメータを定義することもできます。

これらのパラメータは、「Test Settings (テストの設定)」オプションで変更できます。
「Test Settings (テストの設定)」のオプションには、次のものがあります。
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■ Media Test Settings (メディアテストの設定)

テスト継続時間、テストするハードディスクの割合、およびハードディスク上の
テスト対象セクターを選択できます。

■ Device Test Settings (デバイステストの設定)

デバイスのテスト継続時間とテストレベルを選択できます。

■ Number of Retries (再試行回数)

テストを終了するまでにデバイスのテストを再試行する回数を選択できます。

■ Maximum Errors (最大エラー数)

テストを終了するまでに許容するエラーの数を選択できます。

■ Check SMART First (最初に SMART を確認)

SMART は、Smart Monitoring Analysis Reporting Test の略です。

■ HPA Protection (HPA 保護) 

HPA は、Host Protected Area の略です。

■ Exit (終了)

バーンインテスト

Immediate Burn-in Testing (即時バーンインテスト)
「Immediate Burn-in Testing (即時バーンインテスト)」オプションでは、サーバーで
バーンインテストスクリプトを実行できます。

この節では、次の項目について説明します。

■ 「フルシステムテスト」(22 ページ)

■ 「コンポーネントテスト」(24 ページ)

■ 「即時バーンインテストの実行」(24 ページ)
第 3 章 Pc-Check 診断ソフトウェアの使い方 21



フルシステムテスト

システムのテスト用に次の 3 つのスクリプトがあらかじめ作成されています。

■ quick.tst – このスクリプトは、ユーザーの入力が必要なコンポーネントを含む
すべてのハードウェアコンポーネントの高水準のテストに加え、より詳細なメモ
リーテストを実行します。これらのテストは対話型のテストで、Pc-Check ソフト
ウェアに情報を入力しながら操作を進める必要があります。テストは無人で実行
できず、「タイムアウト」機能がありません。対話型テストは、ユーザーが正しく
入力するまで待機します。

■ noinput.tst – このスクリプトは、ハードウェア関連の問題の最初の「トリアー
ジ」(優先順位の判定) として使用され、 ユーザーの入力が必要なコンポーネント (キー
ボード、マウス、サウンド、ビデオ) 以外のほとんどのハードウェアに対する高水
準のテストを実行します。このテストでは、ユーザーの入力は不要です。

■ full.tst – このスクリプトは、ユーザーの入力が必要なコンポーネントを含むす
べてのハードウェアコンポーネントに対する最も詳細で包括的なテストを実行し
ます。このスクリプトには、quick.tst よりも詳細なメモリーテストと外部ポー
トテスト (ループバックコネクタが必要になる場合があります) が含まれています。
これらのテストは対話型のテストで、テストユーティリティーに情報を入力しな
がら操作を進める必要があります。

ヒント – これらの各スクリプトは、システム全体の動作ステータスをテストします。
システムのハードドライブのうち一定の割合だけをテストする場合は、「ハードディ
スクのテスト」(20 ページ ) を参照して、テストオプションを変更してください。

「Immediate Burn-in Testing (即時バーンインテスト)」メニューオプションを選択する
と、「Continuous Burn-in Testing (連続バーンインテスト)」ウィンドウが表示されま
す。このウィンドウには、表 3-3 に示す、テスト実行オプションの一覧が表示されま
す。quick.tst、noinput.tst、full.tst のいずれかのスクリプトが読み込まれ
ると、3 番目の列に記載されているデフォルトが自動的に読み込まれます。
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表 3-3 Continuous Burn-in Testing (連続バーンインテスト) の各オプション

オプション デフォルト – 一般

quick.tst、
noinput.tst、または 
full.tst スクリプト使

用時のデフォルト 設定可能なすべての選択肢

Pass Control
(パス制御)

Overall Time 
(総時間)

Overall Passes 
(パス全体)

Individual Passes (個別
パス)、Overall Passes 
(パス全体)、または 
Overall Time (総時間)

Duration (継続時間) 01:00 1 テスト継続時間を指定
する任意の数値

Script File 
(スクリプトファイル)

N/A quick.tst、
noinput.tst、ま
たは full.tst

quick.tst、
noinput.tst、または 
full.tst

Report File 
(レポートファイル)

None (なし) None (なし) ユーザー定義

Journal File 
(ジャーナルファイル)

None (なし) D:\noinput.jrl、
D:\quick.jrl、ま
たは D:\full.jrl

ユーザー定義

Journal Options
(ジャーナルオプ
ション)

Failed Tests (失敗
したテスト)

All Tests (すべてのテ
スト)、Absent 
Devices (存在しない
デバイス)、および 
Test Summary (テス
トの概要)

Failed Tests (失敗したテ
スト)、All Tests (すべて
のテスト)、Absent 
Devices (存在しないデ
バイス)、および Test 
Summary (テストの概要)

Pause on Error 
(エラー発生時に一
時停止)

N N Y または N

Screen Display 
(画面表示)

Control Panel 
(コントロールパ
ネル)

Control Panel 
(コントロールパ
ネル)

Control Panel (コント
ロールパネル) または 
Running Tests (実行中
のテスト)

POST Card 
(POST カード)

N N Y または N

Beep Codes 
(ビープコード)

N N Y または N

Maximum Fails 
(最大失敗数)

Disabled (無効) Disabled (無効) 1 ～ 9999
第 3 章 Pc-Check 診断ソフトウェアの使い方 23



コンポーネントテスト
個々のコンポーネントに対して実行できるテストもいくつかあります。各テストは
6 分間続く連続ループです。

特定のコンポーネントのテストでは、次のスクリプトを利用できます。

■ cdrom.tst - システムの CD-ROM デバイスをテストします。

■ cpu.tst - システムのすべての CPU をテストします。

■ hdiskx.tst - システムのハードディスク x をテストします。x は、テスト対象の
ハードドライブの番号 (1 ～ 16) です。

注: 実際のハードディスクテストは、デフォルトで 10 分間続きます。

■ mboard.tst - システムのマザーボードをテストします。

■ video.tst - システムのビデオアダプタをテストします。

即時バーンインテストの実行
システム搭載デバイスのテスト用スクリプトのいずれかを読み込むには、次の手順に
従います。

● メインメニューで、「Immediate Burn-in Testing (即時バーンインテスト)」を選
択します。

ウィンドウの最上部に、表 3-3 に示したオプションの一覧が表示され、ウィンドウ
の下部に次の「Burn-in (バーンイン)」メニューオプションが表示されます。

■ Load Burn-in Script (バーンインスクリプトを読み込む)
事前に記述されているテストを使用するには、quick.tst、noinput.tst、
full.tst のいずれかを入力します。

独自に作成して保存したスクリプトを使用するには、d:\テスト名.tst と入力
します。テスト名は、独自に作成したスクリプトの名前です。

■ Save Burn-in Script (バーンインスクリプトを保存する)
独自に作成したバーンインスクリプトを保存するには、d:\テスト名.tst と入
力します。テスト名は、独自に作成したスクリプトの名前です。

■ Change Options (オプションを変更する) 
「Burn-in Options (バーンインオプション)」メニューが開き、現在読み込まれて
いるテストスクリプトのさまざまなオプション (表 3-3 を参照) を変更できるよう
になります。

■ Select Tests (テストを選択する)
使用しているサーバー構成で有効なテストの一覧と現在読み込まれているテスト
スクリプトが表示されます。

■ Perform Burn-in Tests (バーンインテストを実行する)
現在読み込まれているバーンインテストスクリプトを実行します。

ヒント – Pc-Check のメモリーテストは、シングルビット ECC エラーを検出し、
それらを個々の DIMM に報告します。
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Deferred Burn-in Testing (遅延バーンインテスト)
「Deferred Burn-in Testing (遅延バーンインテスト)」オプションを使用すると、独自
のスクリプトを作成して保存し、あとで実行できます。

● メインメニューで、「Deferred Burn-in Testing (遅延バーンインテスト)」を選択
します。

ウィンドウの最上部に、表 3-3 に示したオプションの一覧が表示され、ウィンドウ
の下部に次の「Burn-in (バーンイン)」メニューオプションが表示されます。

■ Load Burn-in Script (バーンインスクリプトを読み込む)

事前に記述されているテストを使用するには、quick.tst、noinput.tst、
full.tst のいずれかを入力します。

独自に作成して保存したスクリプトを使用するには、d:\テスト名.tst と入力
します。テスト名は、独自に作成したスクリプトの名前です。

■ Save Burn-in Script (バーンインスクリプトを保存する)

独自に作成したバーンインスクリプトを保存するには、d:\テスト名.tst と入
力します。

テスト名は、独自に作成したスクリプトの名前です。

■ Change Options (オプションを変更する) 

「Burn-in Options (バーンインオプション)」メニューが開き、現在読み込まれて
いるテストスクリプトのさまざまなオプション (表 3-3 を参照) を変更できるよう
になります。

■ Select Tests (テストを選択する)

現在読み込まれているテストスクリプトで実行できる全種類のテストの一覧が表
示されます。
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「Create Diagnostic Partition (診断パー
ティションの作成)」オプション
サーバーには、診断パーティションがプリインストールされています。診断パーティ
ションは、ハードドライブを再フォーマットした場合に限り、再インストールする必
要があります。Tools and Drivers CD の Erase Primary Boot Hard Disk (プライマリ
ブートハードディスクを消去する) ユーティリティーを使用すると、診断パーティショ
ンが保存されます。

「Create Diagnostic Partition (診断パーティションの作成)」オプションは、サーバー
で最初に認識される起動ディスクに診断パーティションをインストールします。この
起動ディスクは一次 HDD デバイスにあります。

注 – Pc-Check 診断ソフトウェアを PXE サーバーから実行する場合は、付録 D の手
順に従う必要はありません。

次の各節では、サーバーで診断パーティションを作成し、アクセスする方法を説明し
ます。

■ 「ハードディスクからの既存のパーティションの削除」(27 ページ)

■ 「1 番目の起動ディスクへの診断パーティションの追加」(28 ページ)

■ 「診断パーティションでのログファイルの作成」(29 ページ)

■ 「診断パーティションへのアクセス (Red Hat Linux システムの場合)」(30 ページ)

■ 「診断パーティションへのアクセス (Solaris 10 オペレーティングシステムの場合)」
(31 ページ)

■ 「診断パーティションへのアクセス (Windows Server 2003 オペレーティングシス
テムの場合)」(32 ページ)
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ハードディスクからの既存のパーティションの
削除

「Create Diagnostic Partition (診断パーティションの作成)」オプションは、パーティ
ションが一切存在しないハードディスクで診断パーティションを作成します。ハード
ディスクを使用して診断パーティションを作成する場合は、そのハードディスクから
既存のパーティションをすべて削除する必要があります。

注意 – ハードディスクのパーティションをすべて削除すると、そのディスクに格納さ
れているデータがすべて破棄されます。

ハードディスクから既存のパーティションを削除する方法には、次の 2 つがあります。

■ Erase Primary Boot Hard Disk (プライマリブートハードディスクを消去する) ユー
ティリティー (Tools and Drivers CD のメインメニューのオプション 3) を使用し
ます。

■ 次の手順に従います。

1. DVD トレイに Tools and Drivers CD を挿入します。

2. サーバーをリブートします。

3. Tools and Drivers CD のメインメニューで、3 と入力して DOS 画面を表示します。

4. コマンドプロンプトで fdisk と入力して、Enter キーを押します。

5. 4 と入力して、代わりの固定ディスクを選択します。

fdisk で 2 番目に認識されるハードディスクは、システムの 1 番目の起動ディス
クです。fdisk で最初に認識されるハードディスクは、起動可能な Tools and 
Drivers CD です。

注意 – 次のテストを実行するときは、保持する必要があるオペレーティングシステム
のパーティションを削除しないよう注意してください。ハードディスクのパーティ
ションを削除すると、そのディスクに格納されているデータがすべて破棄されます。

6. 2 と入力して、DOS パーティションを削除します。

7. 削除するパーティションの種類に応じて、1 または 2 と入力します。

8. 削除するパーティションの番号を入力します。

9. Y と入力して、データとパーティションを消去します。

10. 全てのパーティションが削除されるまで、手順 6 から手順 9 を繰り返します。

11. Esc キーを押して終了し、いずれかのキーを押してサーバーをリブートします。
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1 番目の起動ディスクへの診断パーティションの
追加

Pc-Check は、ブートローダーで最初または 2 番目に認識される、システムのハード
ディスクのみを表示できます。Pc-Check は、1 番目の起動ディスクに診断パーティ
ションを自動的にインストールします。

1 番目の起動ディスクに診断パーティションを追加するには、次の手順に従います。

1. DVD トレイに Tools and Drivers CD を挿入します。

2. サーバーをリブートします。

3. Tools and Drivers CD のメインメニューで、1 と入力して「Hardware 
Diagnostics (ハードウェアの診断)」を実行します。

4. メインメニューで、「Create Diagnostic Partition (診断パーティションの作成)」
を選択します。

■ 1 番目の起動ディスクにパーティションがない場合は、「Sun Microsystems 
Partitioning Utility (Sun Microsystems パーティション分割ユーティリティー )」
ウィンドウが開き、 「Your primary hard disk is not partitioned.Would you 
like to partition it now? (一次ハードディスクがパーティション分割されてい
ません。今すぐパーティション分割しますか。)」というメッセージが表示さ
れます。

■ 「Yes (はい)」を選択し、Enter キーを押します。

別のウィンドウが開き、「Partitioning complete.Your machine will now be 
restarted. (パーティション分割が完了しました。コンピュータがすぐに再
起動します。)」というメッセージが表示されます。

■ 1 番目の起動ディスクにパーティションが存在する場合は、ウィンドウが開
き、ディスクにすでにパーティションが存在するためにハードウェア診断パー
ティションを作成できないことを示すメッセージが表示されます。

■ この場合は、「ハードディスクからの既存のパーティションの削除」
(27 ページ) を参照して、ディスクからパーティションを削除してください。

■ 上記の手順 1 から手順 4 を繰り返します。

5. Enter キーを押して、サーバーをリブートします。
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診断パーティションでのログファイルの作成

ハードウェア診断ソフトウェアで読み込み可能なスクリプトはすべて事前に定義され、
診断パーティションへのログ出力が有効になっています。ログファイル名はスクリプ
ト名に一致します。たとえば、noinput.tst というスクリプトでは、noinput.jrl 
というログファイルが作成されます。

次の手順は、診断パーティションで noinput.tst スクリプトのログファイルを作成
し、アクセスする方法の一例です。

1. DVD トレイに Tools and Drivers CD を挿入します。

2. サーバーをリブートします。

3. Tools and Drivers CD のメインメニューで、1 を選択して「Hardware 
Diagnostics (ハードウェアの診断)」を実行します。

4.「Hardware Diagnostics (ハードウェアの診断)」メインメニューで、
「Immediate Burn-In Testing (即時バーンインテスト)」を選択します。

5.「Load Burn-in Script (バーンインスクリプトを読み込む)」を選択します。

6. noinput.tst と入力して Enter キーを押します。

独自に作成したテストを使用する場合は、 「Load Burn-in Script (バーンインス
クリプトを読み込む)」フィールドに d:\テスト名.tst と入力する必要がありま
す (テスト名は、独自に作成したテストの名前です)。

7.「Perform Burn-in Tests (バーンインテストを実行する)」を選択して、スクリプ
トを実行します。

8. テストが完了したら、Esc キーを押して、「Display Results (結果の表示)」ウィ
ンドウを終了します。

9.「Exit to DOS (終了して DOS に戻る)」を選択して、Enter キーを押します。

10. DOS プロンプトで、次のコマンドを入力します。

C:> d: 

11. 次のコマンドを入力して、診断パーティションのコンテンツの一覧を表示します。

D:> dir

noinput.jrl ログが表示されます。
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診断パーティションへのアクセス (Red Hat Linux 
システムの場合)
Red Hat Linux システムで診断パーティションにアクセスするには、次の手順に従い
ます。

1. DVD トレイから Tools and Drivers CD を取り外します。

2. サーバーをリブートし、Red Hat Linux オペレーティングシステムを起動します。

3. root (スーパーユーザー ) としてログインします。

4. 次のコマンドを入力して、診断パーティションがマウント対象として構成されて
いるかどうか確認します。

# ls /diagpart

■ このコマンドを入力してもハードウェア診断ソフトウェアによって作成された
ログファイルの一覧が表示されない場合は、診断パーティションをマウントす
るようにオペレーティングシステムが構成されていません。手順 5 に進みます。

■ このコマンドにより、ハードウェア診断ソフトウェアによって作成されたログ
ファイルの一覧が表示された場合は、診断パーティションをマウントするよう
にオペレーティングシステムが構成されています。すべてのユーザーに、この
パーティションの読み取りアクセス権があります。このパーティションに対す
る読み取り/書き込みアクセス権を持っているユーザーは、スーパーユーザーの
みです。この手順はここで終了します。

5. DVD トレイに Tools and Drivers CD を挿入します。

6. CD がマウントされると、端末ウィンドウが開きます。

7. 次のコマンドを入力します。

# cd マウントポイント/drivers/linux/linux_バージョン

マウントポイントは CD のマウントポイント、linux_バージョン は、インストール
済みの Linux のバージョンです。次に例を示します。

# cd /mnt/cdrom/drivers/linux/red_hat

8. 次のコマンドを入力して、診断パーティションをインストールします。

# ./install.sh 

9. Enter キーを押します。

診断パーティションが正常にマウントされると、次の行が表示されます。

Mounting Diagnostic Partition (診断パーティションをマウントしてい
ます)

Installation Successful (インストールが正常に完了しました)

10. 次のコマンドを入力します。

# ls /diagpart 

診断パーティションのコンテンツの一覧が表示されます。
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診断パーティションへのアクセス (Solaris 10 
オペレーティングシステムの場合)
Solaris 10 オペレーティングシステム (OS) で診断パーティションにアクセスするに
は、次の手順に従います。

1. DVD トレイから Tools and Drivers CD を取り外します。

2. コンピュータをリブートして、Solaris 10 OS を起動します。

3. root (スーパーユーザー ) としてログインします。

4. 次のコマンドを入力して、診断パーティションがマウント対象として構成されて
いるかどうか確認します。

# ls /diagpart 

■ このコマンドを入力してもハードウェア診断ソフトウェアによって作成された
ログファイルの一覧が表示されない場合は、診断パーティションをマウントす
るように OS が構成されていません。手順 5 に進みます。

■ このコマンドにより、ハードウェア診断ソフトウェアによって作成されたログ
ファイルの一覧が表示された場合は、診断パーティションをマウントするよう
に OS が構成されています。すべてのユーザーに、このパーティションの読み
取りアクセス権があります。このパーティションに対する読み取り/書き込みア
クセス権を持っているユーザーは、スーパーユーザーのみです。この手順はこ
こで終了します。

5. DVD トレイに Tools and Drivers CD を挿入します。

6. CD がマウントされると、端末ウィンドウが開きます。

7. 次のコマンドを入力します。

# cd /cdrom/cdrom0/drivers/sx86

8. 次のコマンドを入力して、診断パーティションをインストールします。

# ./install.sh 

9. Enter キーを押します。

診断パーティションが正常にマウントされると、次の行が表示されます。

Mounting Diagnostic Partition (診断パーティションをマウントしてい
ます)

Installation Successful (インストールが正常に完了しました)

10. 次のコマンドを入力して、診断パーティションのコンテンツの一覧を表示します。

# ls /diagpart
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診断パーティションへのアクセス (Windows 
Server 2003 オペレーティングシステムの場合) 
Windows Server 2003 オペレーティングシステム (OS) では、診断パーティションを
マウントできません。サーバーで Windows XP を実行している場合は、診断パーティ
ションを表示したり、アクセスしたりする方法はありません。

診断パーティションのコンテンツ (ログファイル) を取得するには、サーバーに USB
フロッピーディスクドライブを取り付けて、次の手順に従います。

1. サーバーの USB ポートに USB フロッピーディスクドライブを接続します。

2. DVD トレイに Tools and Drivers CD を挿入します。

3. サーバーをリブートします。

4. Tools and Drivers CD のメインメニューで、3 と入力して DOS 画面を表示します。

5. DOS コマンドプロンプトで、次のコマンドを入力します。

C:> d:

6. ログファイルをフロッピーディスクにコピーします。

たとえば、noinput.jrl というファイルをフロッピーディスクにコピーする場合
は、次のように入力します。

D:> copy d:\noinput.jrl a:\

これで、USB フロッピードライブのディスクにジャーナルファイルが保存されます。

Show Results Summary (結果の概要表示)
結果の概要には、実行したテストの一覧と結果が表示されます。テストオプションに
は、それぞれ「Pass (合格)」、Fail (不合格)」、または「N/A」と表示されます。

次に、Tools and Drivers CD で実行可能なすべてのテストを示します。使用している
システムに存在しないオプションは、「Show Results Summary (結果の概要表示)」の
一覧に表示されない可能性があります。

■ Processor (プロセッサ)

このセクションには、プロセッサに対する一連のテストが表示されます。表示さ
れるテストは、「Core Processor Tests (コアプロセッサテスト)」、「AMD 64-Bit 
Core Tests (AMD 64 ビットコアテスト)」、「Math Co-Processor Tests － Pentium 
Class FDIV and Pentium Class FIST (数値演算コプロセッサテスト - Pentium クラ
ス FDIV および Pentium クラス FIST)」、「MMX Operation (MMX 演算)」、
「3DNow! Operation (3DNow! 演算)」、 「SSE Instruction Set (SSE 命令セット)」、
「SSE2 Instruction Set (SSE2 命令セット)」、および「MP Symmetry (MP の対称性)」
です。
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■ Motherboard (マザーボード)

このセクションには、マザーボードに対する一連のテストが表示されます。表示
されるテストは、「DMA Controller Tests (DMA コントローラテスト)」、「System 
Timer Tests (システムタイマーテスト)」、「Interrupt Test (割り込みテスト)」、

「Keyboard Controller Tests (キーボードコントローラテスト)」、「PCI Bus Tests 
(PCI バステスト)」、および「CMOS RAM/Clock Tests (CMOS RAM/クロックテ
スト)」です。

■ Memory, Cache Memory, and Video Memory (メモリー、キャッシュメモリー、
およびビデオメモリー )

このセクションには、各種のメモリーに対する一連のテストが表示されます。
表示されるテストは、「Inversion Test Tree (インバージョンテストツリー )」、

「Progressive Inv. Test (プログレッシブインバージョンテスト)」、 「Chaotic 
Addressing Test (無秩序アドレッシングテスト)」、および「Block Rotation Test 
(ブロックローテーションテスト)」です。

■ Input Device (入力デバイス)

このセクションには、入力デバイスに対する一連のテストが表示されます。表示
されるテストは、「Verify Device (デバイスの検証)」、「Keyboard Repeat (キーボー
ド反復)」、および「Keyboard LEDs (キーボード LED)」です。

■ Mouse (マウス)

このセクションには、マウスに対する一連のテストが表示されます。表示される
テストは、「Buttons (ボタン)」、「Ballistics (バリスティクス)」、「Text Mode 
Positioning (テキストモードでの位置)」、「Text Mode Area Redefine (テキスト
モードでの領域の再定義)」、「Graphics Mode Positions (グラフィックスモードで
の位置)、Graphics Area Redefine (グラフィックス領域の再定義)」、および 

「Graphics Cursor Redefine (グラフィックスカーソルの再定義)」です。

■ Video (ビデオ)

このセクションには、ビデオに対する一連のテストが表示されます。表示される
テストは、「Color Purity Test (色純度テスト)」、「True Color Test (トゥルーカラー
テスト)」、「Alignment Test (補正テスト)」、「LCD Test (LCD テスト)」、および

「Test Cord Test (テストコードテスト)」です。

■ Multimedia (マルチメディア)

このセクションには、マルチメディアコンポーネントに対する一連のテストが表示
されます。表示されるテストは、「Internal Speaker Test (内蔵スピーカーテスト)」、

「FM Synthesizer Test (FM シンセサイザテスト」、「PCM Sample Test (PCM サンプ
ルテスト)」、「CD/DVD Drive Read Test (CD/DVD ドライブ読み取りテスト)」、

「CD/DVD Transfer (KB/Sec) (CD/DVD 転送 (KB/秒)」、「CD/DVD Transfer 
Rating (CD/DVD 転送速度)」、「CD/DVD Drive Seek Test (CD/DVD ドライブシー
クテスト)」、「CD/DVD Seek Time (ms) (CD/DVD シークタイム (ms))」、
「CD/DVD Test Disk Read (CD/DVD ディスク読み取りテスト)」、および
「CD/DVD Tray Test (CD/DVD トレイテスト)」です。
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■ ATAPI Devices (ATAPI デバイス)

このセクションには、ATAPI デバイスに対する一連のテストが表示されます。
表示されるテストは、「Linear Read Test (リニア読み取りテスト)」、「Non-
Destructive Write Test (非破壊書き込みテスト)」、および「Random Read/Write 
Test (ランダム読み取り/書き込みテスト)」です。

■ Hard Disk (ハードディスク)

このセクションには、ハードディスクに対する一連のテストが表示されます。
表示されるテストは、「Read Test (読み取りテスト)」、「Read Verify Test (読み
取り検証テスト)」、「Non-Destructive Write Test (非破壊書き込みテスト)」、

「Destructive Write Test (破壊書き込みテスト)」、「Mechanics Stress Test (機械
的応力テスト)」、および「Internal Cache Test (内部キャッシュテスト)」です。

■ USB

このセクションには、USB に対する「Controller Tests (コントローラテスト)」と
「Functional Tests (機能テスト)」が表示されます。

■ Hardware ID (ハードウェア ID)

システムのマシン ID を特定するには、比較テストを使用します。このテストは、
Sun Fire X4150、X4250、および X4450 サーバーでは実行できません。

Print Results Report (結果レポートの印刷)
「Print Results Report (結果レポートの印刷)」オプションを使用すると、システムの診
断結果を印刷できます。

サーバーがプリンタに接続されていることを確認し、必要な情報を入力して結果を印
刷します。

About Pc-Check (PC-CHECK について) 
「About PC-Check (PC-CHECK について)」ウィンドウには、PC-Check ソフトウェア
に関する全般的な情報が表示されます。この情報には、内蔵コンポーネントや、マウ
スデバイスなどの外付けのコンポーネントの情報が含まれます。

Exit to DOS (終了して DOS に戻る)
「Exit to DOS (終了して DOS に戻る)」オプションを使用すると、PC-Check が終了し、

DOS プロンプトに戻ります。
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章第 4

SunVTS 診断ソフトウェアの使用

この章では、SunVTS™ 診断ソフトウェアツールについて説明します。

SunVTS (Sun Validation Test Suite) ソフトウェアが収録されている SunVTS ブート可
能診断 CD は、サーバーによっては別売のオプションになります。また、SunVTS は、
次の Web サイトからダウンロードすることもできます。

http://www.sun.com/oem/products/vts/

注 – Sun Fire X4150、X4250、X4450 の各サーバーでは、SunVTS 7.0ps2 以上のバー
ジョンがサポートされています。

SunVTS 診断ソフトウェアの実行 
SunVTS は Sun ハードウェアをテストおよび検証する包括的な診断ツールで、これを
使用することで、Sun プラットフォームのほとんどのハードウェアコントローラおよ
びデバイスが接続されていることと正しく機能していることを確認できます。SunVTS
ソフトウェアは、変更可能なテストインスタンスやプロセッサアフィニティー機能に
よってカスタマイズできます。

x86 プラットフォームでは、現在、次のテストがサポートされています。

■ CD DVD テスト (cddvdtest)

■ CPU テスト (cputest)

■ 暗号化テスト (cryptotest)

■ ディスクおよびフロッピーディスクドライブテスト (disktest)

■ データトランスレーションルックアサイドバッファ (dtlbtest)

■ Emulex HBA テスト (emlxtest)

■ 浮動小数点ユニットテスト (fputest)
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■ InfiniBand ホストチャネルアダプタテスト (ibhcatest)

■ Level 1 データキャッシュテスト (l1dcachetest)

■ Level 2 SRAM テスト (l2sramtest)

■ Ethernet ループバックテスト (netlbtest)

■ ネットワークハードウェアテスト (nettest)

■ 物理メモリテスト (pmemtest)

■ QLogic ホストバスアダプタテスト (qlctest)

■ RAM テスト (ramtest)

■ シリアルポートテスト (serialtest)

■ システムテスト (systest)

■ テープドライブテスト (tapetest)

■ ユニバーサルシリアルボードテスト (usbtest)

■ 仮想メモリテスト (vmemtest) 

SunVTS ソフトウェアでは、高度なグラフィカルユーザーインタフェース (GUI) で、
テストの構成やステータスの監視を行えます。このユーザーインタフェースを実行し
ている、1 台のシステムで、ネットワーク上の別システムの SunVTS テストを表示で
きます。SunVTS ソフトウェアでは、GUI を使用できない場合のために、TTY モード
のインタフェースも用意されています。

SunVTS ドキュメント

SunVTS ソフトウェアの最新情報については、次を参照してください。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/test.validate

サーバーで SunVTS を実行する前に、最新の製品リリースノートを必ずお読みくだ
さい。

ブート可能診断 CD によるサーバーの問題点の診断

このブート可能診断 CD は、この CD からサーバーがブートするように設計されてい
ます。この CD によって、サーバーがブートされると、SunVTS ソフトウェアが起動
されます。診断テストが実行されてログファイルが出力されます。サービス技術者は、
このログファイルを使用してサーバーの問題点を判断できます。
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要件

診断 CD を使用するには、診断を実行するサーバーにキーボード、マウス、およびモ
ニタを接続する必要があります。または、リモート KVM を使用することもできます。

ブート可能診断 CD の使用

診断 CD を使用して診断を実行するには、次の手順に従います。

1. サーバーの電源を入れ、DVD-ROM ドライブに CD を挿入します。

2. サーバーをリブートし、リブートの開始中に F2 を押して、BIOS 設定で起動デ
バイスの優先度を変更します。

3. BIOS メインメニューが表示されたら、BIOSの「Boot (ブート)」メニューに移
動します。

BIOS 画面内での移動方法については、BIOS 画面に表示される説明を参照します。

4. BIOSの「Boot (ブート)」メニュー画面で、「Boot Device Priority (起動デバイス
優先度)」を選択します。

「Boot Device Priority (起動デバイス優先度)」画面が表示されます。

5. 一次起動デバイスとして DVD-ROM ドライブを選択します。

6. 変更を保存して BIOS 画面を終了します。

7. サーバーをリブートします。

サーバーを DVD-ROM ドライブ の CD からリブートすると、Solaris オペレー
ティングシステムがブートしてから SunVTS ソフトウェアが起動し、最初の GUI 
ウィンドウが表示されます。

8. SunVTS GUI でテスト開始の画面が表示されたら、Enter キーを押すか、
「スタート」ボタンをクリックします。

テストスイートは、エラーが発生するかテストが完了するまで実行されます。

注 – CD からブートするには、約 9 分かかります。

9. SunVTS ソフトウェアによるテストが終了したら、テスト中に生成されたログ
ファイルを確認します。

SunVTS から次の 4 つのログファイルにアクセスできます。

■ SunVTS テストエラーログには、タイムスタンプ付きの SunVTS テストエラー
のメッセージが含まれています。ログファイルのパス名は 
/var/opt/SUNWvts/logs/sunvts.err です。このファイルは、SunVTS テ
ストでエラーが発生するまで作成されません。
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■ SunVTS カーネルエラーログには、タイムスタンプ付きの SunVTS カーネルエ
ラーおよび SunVTS プローブエラーが含まれています。SunVTS カーネルエ
ラーとは、実行中の SunVTS に関するエラーであり、デバイステストのエラー
ではありません ログファイルのパス名は 
/var/opt/SUNWvts/logs/vtsk.err です。このファイルは、SunVTS に
よってカーネルエラーが報告されるまで作成されません。

■ SunVTS 情報ログには、SunVTS テストセッションを開始および停止したとき
に生成される通知メッセージが含まれています。ログファイルのパス名は 
/var/opt/SUNWvts/logs/sunvts.info です。このファイルは、SunVTS 
テストのセッションが実行されるまで作成されません。

■ Solaris システムメッセージログは、Solaris OS の一般的なイベントのログで、
syslogd によって記録されます。このログファイルのパス名は 
/var/adm/messages です。

a.「Log (ログ)」ボタンをクリックします。

ログファイルのウィンドウが表示されます。

b. ログファイルウィンドウで表示するログファイルを選択します。

選択したログファイルの内容がウィンドウに表示されます。

c. 画面下部の 3 つのボタンで、それぞれ次の操作を実行できます。

■ Print the log file (ログファイル印刷) – プリンタオプションとプリンタ名を
指定するダイアログボックスが表示されます。

■ Delete the log file (ログファイル削除) – ファイルはディスプレイに表示さ
れたままですが、次に表示しようとしても表示できなくなります。

■ Close the Log file window (ログファイルウィンドウを閉じる) – ウィンド
ウが閉じます。

注 – ログファイルを保存するには: ブート可能診断 CD を使用している場合は、サー
バーは CD からブートされます。したがって、テストログファイルはサーバーのハー
ドディスクドライブ上に保存されず、サーバーの電源を再投入すると削除されます。
ログファイルを保存するには、リムーバブルメディアに保存するか、別のシステムに 
FTP で転送する必要があります。
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付録 A

イベントログの表示 

この付録では、BIOS イベントログと SP システムイベントログについて説明します。

BIOS イベントログおよび SP システムイベントログを表示するには、ここで説明す

る手順に従います。

1. サーバーを主電源モード (すべてのコンポーネントの電源がオン) で電源投入する
には、前面パネルの電源ボタンを、ボールペンなどの非導電性の先の尖ったもの
で押して離します。図 1-1 を参照してください。

主電源がサーバーに完全に供給されると、電源ボタンのとなりにある電源 /OK 
LED が点 灯 し続けます。

2. 電源投入時の自己診断テスト (POST) の間に F2 キーを押して、BIOS セットアッ
プユーティリティーを起動します。

BIOS のメインメニュー画面が表示されます。

3. BIOS イベントログを表示します。

a. BIOS のメインメニューで、「Server (サーバー )」タブを選択します。

b.「View event log (イベントログの表示)」を選択します。

4. サーバーの問題が明らかにならない場合は、「ILOM サービスプロセッサの Web イ
ンタフェースを使用したシステム情報の表示」(49 ページ) に進みます。
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付録 B

ステータスインジケータ LED

この付録では、サーバーの LED の位置と動作について説明します。サーバーの外側

に見えている外部 LED と、メインカバーを取り外したときに見える内部 LED に分け

て説明します。

外部ステータスインジケータ LED
サーバーの外側に見えている LED については、次の表と図を参照してください。

■ 図 B-1、図 B-2 および図 B-3 は前面パネル LED について説明します。

■ 図 B-4 および図 B-5 では背面パネル LED について説明します。

■ 図 B-6 ではハードディスクドライブ LED について説明します。

■ 図 B-7 および図 B-8 に内部の DIMM LED の位置を示します。

■ 図 B-9 および図 B-10 に内部の CPU LED の位置を示します。
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前面パネル LED

図 B-1 Sun Fire X4150 サーバーの前面パネル LED 

各部の説明

1 位置特定 LED/位置特定ボタン: (白色) 5 ハードドライブマップ

2 保守要求 LED: (オレンジ色) 6 後部 PS LED: (オレンジ色) 電源の障害

3 電源/OK LED: (緑色) 7 システムの異常な温度上昇 LED: (オレンジ色)

4 電源ボタン 8 上部ファン LED: (オレンジ色) ファンに保守が必要 
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図 B-2 Sun Fire X4250 サーバーの前面パネル LED 

図 B-3 Sun Fire X4450 サーバーの前面パネル LED 
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背面パネル LED

図 B-4 Sun Fire X4150 サーバーの背面パネル LED

図 B-5 Sun Fire X4250 および X4450 サーバーの背面パネル LED

各部の説明 (X4250 および X4450 の両方に該当)

1 位置特定 LED/位置特定ボタン: (白色) 5 後部 PS LED: (オレンジ色) 電源の障害

2 保守要求 LED: (オレンジ色) 6 システムの異常な温度上昇 LED: (オレンジ色)

3 電源/OK LED: (緑色) 7 上部ファン LED: (オレンジ色) ファンに保守が必要 

4 電源ボタン 8 ハードドライブマップ
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ハードドライブ LED

図 B-6 ハードドライブ LED 

内部ステータスインジケータ LED 
サーバーの内部ステータスインジケータはマザーボードにあります。

■ DIMM 障害 LED は、対応する DIMM で問題が発生したことを示します。LED の
位置については、図 B-7 および図 B-8 を参照してください。

「Remind (障害検知)」ボタンを押すと、DIMM に問題がある場合は、対応する 
DIMM 障害 LED が点滅します。詳細については、「DIMM 障害 LED」(9 ページ)
を参照してください。

各部の説明 (全サーバーに該当)

1 電源 LED: 3 Ethernet ポート LED

• 電源 OK: (緑色) 左側: 緑色はリンクアクティビティを示す

• 電源故障: (オレンジ色) 右側:

• AC OK: (緑色) •  緑色: リンクが最高速度で動作している

2 システム LED • オレンジ色: リンクが最高速度よりも低速で動作している

• 位置特定 LED ボタン: (白色)

• 保守要求 LED: (オレンジ色)

• 電源/OK LED: (緑色)

各部の説明

1 取り外し可能 LED: 青 – 保守が可能

2 障害 LED: オレンジ色 – 保守が必要

3 ステータス LED: 緑色 – データ転送中に点滅

2

3

1
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■ CPU 障害 LED は、対応する CPU で問題が発生したことを示します。CPU LED 
の位置については、図 B-9 および図 B-10 を参照してください。

「Remind (障害検知)」ボタンを押すと、CPU に問題がある場合は、対応する CPU 
障害 LED が点滅します。

注 – DIMM 障害 LED と CPU 障害 LED は、システムの電源を切り、AC 電源を切
断したり、マザーボードをシステムから取り外したりした後でも、蓄えられた電源
で 1 分間作動します。蓄えられた電源は、約 30 分持続します。

図 B-7 X4150 および X4250 のマザーボード上の「Remind (障害検知)」ボタンと 
DIMM LED 

Remind

ボタン

(障害検知)
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図 B-8 X4450 のマザーボード上の「Remind (障害検知)」ボタンと DIMM LED 

図 B-9 X4150 および X4250 のマザーボード上の「Remind (障害検知)」ボタンと 
CPU LED 

Remind 

ボタン
(障害検知)

Remind 

ボタン

CPU 障害
LED

(障害検知)
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図 B-10 X4450 のマザーボード上の「Remind (障害検知)」ボタンと CPU LED 

Remind

ボタン

CPU 障害
LED

 (障害検知)
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付録 C

ILOM サービスプロセッサの Web 
インタフェースを使用したシステム
情報の表示

この付録では、Integrated Lights Out Manager (ILOM) サービスプロセッサ (SP) の 
Web インタフェースを使用してサーバーの監視情報や保守情報を表示する方法につ

いて説明します。

■ 「SP へのシリアル接続」(50 ページ)

■ 「ILOM SP イベントログの表示」(51 ページ)

■ 「交換可能コンポーネント情報の表示」(54 ページ)

■ 「センサーの表示」(56 ページ)

注 – この付録に記載されている情報は、Sun Blade X4150 または X4450 サーバーで 
Embedded Lights Out Manager を実行している場合には適用できない可能性があり
ます。

ILOM SP Web インタフェースを使用したサーバー保守 (たとえば、警告の構成) の詳

細は、『Integrated Lights Out Manager 2.0 User's Guide (Integrated Lights Out 
Manager 2.0 ユーザーズガイド)』を参照してください。

■ ログまたは情報の画面に DIMM エラーが表示された場合は、第 2 章を参照してく
ださい。

■ ILOM SP ログを確認してもサーバーの問題がはっきりしない場合は、「Pc-Check 
診断ソフトウェアの使い方」(13 ページ) または「SunVTS 診断ソフトウェアの実
行」(35 ページ) に進んでください。
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SP へのシリアル接続
SP にシリアル接続するには、次の手順に従います。

1. サーバーの RJ-45 シリアル管理ポートと端末デバイスをシリアルケーブルで接続
します。

2. 端末デバイスで、Enter キーを押して、端末デバイスと ILOM SP との接続を確立
します。

注 – 電源が投入されるシーケンス中に SP のシリアルポートに接続すると、ブート
メッセージが表示されます。

サービスプロセッサは起動が終わるとログインプロンプトを表示します。次に例
を示します。

SUNSP0003BA84D777 login:

プロンプトの最初の文字列は ILOM SP のデフォルトホスト名です。接頭辞が 
SUNSP、残りが ILOM SP の MAC アドレスで構成されています。各 ILOM SP に
は固有の MAC アドレスが割り当てられています。

3. デフォルトのユーザー名 root とデフォルトのパスワード changeme を入力して、
SP にログインします。

正常にログインすると、SP に次のデフォルトのコマンドプロンプトが表示され
ます。

->

4. シリアルコンソールを起動するには、次のコマンドを入力します。

cd /SP/console
start 

コーンソールモードを終了してサービスプロセッサに戻るには、Esc+Shift+9 キー
を押します。

5. 次の手順に進みます。

■ 「ILOM SP イベントログの表示」(51 ページ)

■ 「交換可能コンポーネント情報の表示」(54 ページ)

■ 「センサーの表示」(56 ページ)
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ILOM SP イベントログの表示 
イベントとは、何らかの操作に対応して発生する通知です。サーバーのハードウェア

およびソフトウェアのステータス情報が、IPMI システムイベントログ (SEL) により 
ILOM ソフトウェアに通知され、イベントが ILOM Web インタフェースに表示され

ます。イベントログを表示するには、次の手順に従います。

1. ILOM Web インタフェースにアクセスするには、管理者またはオペレータとして 
SP にログインします。

a. Web ブラウザにサーバーの SP の IP アドレスを入力します。

「Sun Integrated Lights Out Manager Login (Sun ILOM ログイン)」画面が表示
されます。

b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

ILOM SP に初めてアクセスする場合には、デフォルトのユーザー名およびパス
ワードを入力するように要求されます。デフォルトのユーザー名およびパス
ワードは次のとおりです。

デフォルトのユーザー名: root
デフォルトのパスワード: changeme

2.「System Monitoring (システム監視)」タブで、「Event Logs (イベントログ)」を
選択します。

「System Event Logs ( システムイベントログ )」のページが表示されます。情報の
例を表示するページについては、図 C-1 を参照してください。
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図 C-1 システムイベントログページ

3. ドロップダウンリストボックスで、ログに表示するイベントのカテゴリを選択し
ます。

選択できるイベントの種類は次のとおりです。

■ センサー固有のイベント: コンポーネントの特定のセンサー (たとえばファンセ
ンサーや電源センサー ) に関連するイベント。

■ BIOS 生成イベント: BIOSで生成されたエラーメッセージに関連するイベント。

■ システム管理ソフトウェアイベント: ILOM ソフトウェア内で起きたイベントに
関連するイベント。
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イベントのカテゴリを選択すると、指定されたイベントにあわせて「Event Log (イベ

ントログ)」テーブルが更新されます。表 C-1 に「Event Log (イベントログ)」のフィー

ルドを示します。

4. イベントログをクリアするには、「Clear Event Log (イベントログのクリア)」ボタ
ンをクリックします。

確認ダイアログボックスが表示されます。

5.「OK」をクリックして、ログのエントリをすべてクリアします。

6. ILOM SP ログを確認した結果、サーバーに明らかな問題がない場合は、「SunVTS 
診断ソフトウェアの実行」(35 ページ) に進んでください。

イベントログタイムスタンプの解釈 
システムイベントログのタイムスタンプは、サービスプロセッサのクロック設定に従

います。クロック設定が変更されると、タイムスタンプにも影響します。

サービスプロセッサがリブートすると、SP のクロックは Thu Jan 1 00:00:00 UTC 
1970 に設定されます。SP は、以下のような状況が発生するとリブートします。

表 C-1 イベントログのフィールド

フィールド 説明

Event ID 
(イベント ID)

イベントの番号で、1 番から順に付けられます。

Time Stamp 
(タイムスタンプ)

イベントが発生した日時です。NTP (Network Time Protocol) サー
バーで SP 時間を設定できる場合、SP クロックは協定世界時 (UTC) 
を使用します。タイムスタンプの詳細については、「イベントログタ
イムスタンプの解釈」(53 ページ) を参照してください。

Sensor Name 
(センサー名)

イベントが記録されるコンポーネントの名前です。センサー名の略
語は、次のコンポーネントを表します。

• sys: システムまたはシャーシ

• p0: プロセッサ 0
• p1: プロセッサ 1
• io: I/O ボード

• ps: 電源

• fp: 前面パネル

• ft: ファントレイ

• mb: マザーボード

Sensor Type
(センサーの種類)

指定したイベントのセンサーの種類です。

説明 イベントの説明です。
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■ 電源再投入サイクル

■ IPMI コマンド (mc reset cold など)

■ コマンドラインインタフェース (CLI) コマンド (reset /SP など)

■ ILOM Web インタフェースの操作 (たとえば、「Maintenance (保守)」タブから
「Reset SP (SP のリセット)」を選択)

■ SP ファームウェアのアップグレード

SP リブートの後、SP クロックは次のイベントで変更されます。

■ ホストのブート時。SP 時間は、ホストの BIOS により、ホストのリアルタイムク
ロック (RTC) が示す時間に無条件に設定されます。ホストの RTC は次の場合に設
定されます。

■ ホストの RTC バッテリーを交換したため、または CMOS クリアジャンパをマ
ザーボードに挿入したため、ホストの CMOS がクリアされたとき。ホストの 
RTC は Jan 1 00:01:00 2002 からスタートします。

■ ホストのオペレーティングシステムによりホストの RTC が設定されたとき。
BIOS はタイムゾーンを考慮しません。Solaris および Linux ソフトウェアはタ
イムゾーンを考慮し、システムクロックを UTC に合わせます。つまり、OS に
より RTC が調整されたあとでは、BIOS によって設定される時間は UTC です。

■ ホスト BIOS セットアップ画面でユーザーが RTC を設定したとき。

■ SP で NTP が有効な場合、継続的に NTP により設定。NTP ジャンプは、BIOS ま
たはユーザーによる誤ったアップデートから迅速に回復するため、有効になって
います。NTP サーバーは UTC 時間になります。つまり、SP で NTP が有効な場
合、SP 時間は協定世界時です。

■ CLI、ILOM Web インタフェース、または IPMI を使用した手動操作

交換可能コンポーネント情報の表示 
選択したコンポーネントによっては、メーカーおよびコンポーネント名、シリアル番

号、コンポーネント番号についての情報が表示されます。交換可能コンポーネント情

報を表示するには、次の手順に従います。

1. ILOM Web インタフェースにアクセスするには、管理者またはオペレータとして 
SP にログインします。

a. Web ブラウザにサーバーの SP の IP アドレスを入力します。

「Sun Integrated Lights Out Manager Login (Sun ILOM ログイン)」画面が表示
されます。
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b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

ILOM SP に初めてアクセスする場合には、デフォルトのユーザー名およびパス
ワードを入力するように要求されます。デフォルトのユーザー名およびパス
ワードは次のとおりです。

デフォルトのユーザー名: root
デフォルトのパスワード: changeme

2.「System Information (システム情報)」タブから「Components (コンポーネント)」
を選択します。

交換可能コンポーネント情報のページが表示されます。図 C-2 を参照してください。

図 C-2 交換可能コンポーネント情報のページ

3. コンポーネントを 1 つ、ドロップダウンリストから選択します。

選択したコンポーネントの情報が表示されます。

4. 交換可能コンポーネント情報を確認した結果、サーバーに明らかな問題がない場
合は、「Pc-Check 診断ソフトウェアの使い方」(13 ページ) または「SunVTS 診断ソ
フトウェアの使用」(35 ページ) に進んでください。
付録 C ILOM サービスプロセッサの Web インタフェースを使用したシステム情報の表示 55



センサーの表示 
このセクションでは、サーバーの温度、電圧、およびファンセンサー測定値を表示す

る方法を説明します。

センサーの詳細な一覧については、使用しているサーバーの『Integrated Lights Out 
Manager Supplement (Integrated Lights Out Manager 2.0 補足マニュアル)』を参照

してください。

センサー測定値を表示するには、次の手順に従います。

1. ILOM Web インタフェースにアクセスするには、管理者またはオペレータとして 
SP にログインします。

a. Web ブラウザにサーバーの SP の IP アドレスを入力します。

「Sun Integrated Lights Out Manager Login (Sun ILOM ログイン)」画面が表示
されます。

b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

ILOM Service Processor に初めてアクセスする場合には、デフォルトのユー
ザー名およびパスワードを入力するように要求されます。デフォルトのユー
ザー名およびパスワードは次のとおりです。

デフォルトのユーザー名: root
デフォルトのパスワード: changeme

2.「System Monitoring (システム監視)」タブで、「Sensor Readings (センサー測定
値)」を選択します。

「Sensor Readings ( センサー測定値 )」ページが表示されます。図 C-3 を参照してく
ださい。
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図 C-3 「Sensor Readings (センサー測定値)」ページ 
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3.「Refresh (リフレッシュ )」ボタンをクリックすると、センサー測定値が現在の値
に更新されます。

4. センサーのしきい値を表示するには、センサーをクリックします。

プロパティと値の画面が表示されます。図 C-4 の例を参照してください。

表 C-2 「Sensor Readings ( センサー測定値 )」ページの各フィールド

フィールド 説明

ステータス センサーのステータスが表示されます。ステータスには、State 
Asserted (アサート)、State Deasserted (非アサート)、Predictive 
Failure (障害予測)、Device Inserted/Device Present (デバイス挿入/
デバイスあり)、Device Removed/Device Absent (デバイス取り外し/
デバイスなし)、Unknown (不明)、Normal (正常) などがあります。

名前 センサーの名前が表示されます。名前は、次のコンポーネントに対
応します。

• sys: システムまたはシャーシ

• bp: 背面パネル

• fp: 前面パネル

• mb: マザーボード

• io: I/O ボード

• p0: プロセッサ 0
• p1: プロセッサ 1
• ft0: ファントレイ 0
• ft1: ファントレイ 1
• pdb: 配電ボード

• ps0: 電源 0
• ps1: 電源 1

測定値 1 分あたりの回転数、温度、電圧の測定値が表示されます。
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図 C-4 センサーの詳細ページ

5. センサー測定値情報を確認した結果、サーバーに明らかな問題がない場合は、
「SunVTS 診断ソフトウェアの実行」(35 ページ)に進んでください。
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付録 D

PXE サーバーからの Tools and 
Drivers CD の起動 

この付録では、PXE サーバーからの Tools and Driver CD の起動について説明しま

す。次のトピックについて説明します。

DVD ドライブを搭載していないサーバーを使用している場合は、PXE (Preboot 
Execution Environment) サーバーから Pc-Check 診断ソフトウェアを実行し、BIOS 
をフラッシュできます。

この付録は、次のトピックで構成されています。

■ 「PXE サーバーでの Tools and Drivers CD イメージのセットアップ」(61 ページ)

■ 「ターゲットサーバーからの Tools and Drivers CD へのアクセス」(64 ページ)

PXE サーバーでの Tools and Drivers CD 
イメージのセットアップ
PXE サーバーをセットアップするには、次のものが必要です。

■ CD または DVD ドライブを搭載した Red Hat キックスタートサーバー

Red Hat キックスタートサーバーのセットアップ手順は、次の Red Hat Enterprise 
Linux システム管理ガイドに記載されています。

■ Red Hat Enterprise Linux 3 マニュアル:

http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/RHEL-3-
Manual/sysadmin-guide/

■ Red Hat Enterprise Linux 4 マニュアル:

http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/RHEL-4-
Manual/sysadmin-guide/
61

http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/RHEL-3-Manual/sysadmin-guide/
http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/RHEL-4-Manual/sysadmin-guide/
http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/RHEL-4-Manual/sysadmin-guide/


■ Tools and Drivers CD

■ SYSLINUX プロジェクトのMEMDISK カーネル。このカーネルは、
http://www.kernel.org/pub/linux/utils/boot/syslinux/ からダウン
ロードできます。

PXE サーバーをセットアップするには、次の手順に従います。

1. root (スーパーユーザー ) として PXE サーバーにログインします。

2. PXE サーバーで Red Hat イメージがインストールされているディレクトリを確認
します。

PXE イメージのデフォルトのディレクトリは、通常、/tftpboot/linux-
install です。これ以降の手順は、PXE ファイルがこのディレクトリにインス
トールされていることを前提にしています。

注 – PXE ファイルが /tftpboot/linux-install ディレクトリにインストールさ
れていない場合は、必要に応じて手順を変更してください。

3. Tools and Drivers CD のコンテンツのディレクトリを作成します。

4. Tools and Drivers CD を PXE サーバーに挿入し、CD のルートディレクトリにあ
る boo.img ファイルを、手順 3 で作成した追加ディレクトリにコピーします。

5. MEMDISK カーネルをダウンロードします。

a. 次の最新の SYSLINUX プロジェクト Web サイトにアクセスします。

http://www.kernel.org/pub/linux/utils/boot/syslinux/

b. 最新の syslinux-バージョン.zip ファイルをルートディレクトリに保存します。

バージョンは、最新の SYSLINUX プロジェクトバージョンです。

注 – 本書作成時における最新バージョンは 3.63 です。

6. 保存した zip ファイルを解凍します。

次に例を示します。

# mkdir /tftpboot/linux-install/suppl_tau

# cp /mnt/cdrom/boot.img /tftpboot/linux-install/suppl_tau

# unzip syslinux-3.63.zip
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7. memdisk ディレクトリに切り替えます。

次に例を示します。

8. 手順 3 で作成した新しい Tools and Drivers ディレクトリに memdisk カーネルを
コピーします。

次に例を示します。

9. 次の手順に従って、Boot Message Screen (ブートメッセージ画面) を編集します。

a. テキストエディタで boot.msg ファイルを開きます。

b. 0 -Local Machine のあとに次の行を入力します。

xxx はサーバー番号 (X4250 など) です。

c. boot.msg ファイルを保存して、閉じます。

10. デフォルトの PXE 構成ファイルを次のように編集します。

a. テキストエディタで default ファイルを開きます。

b. label0 セクションのあとに次の行を入力します。

c. default ファイルを保存して、閉じます。

11. テストコンピュータでインストールをテストします。

# cd /syslinux-3.63/memdisk

# cp /syslinux-3.63/memdisk/memdisk /tftpboot/linux-install/suppl_tau

# vi /tftpboot/linux-install/msgs/boot.msg

suppl_tau - Sun Fire xxx Server Tools and Drivers CD

# vi /tftpboot/linux-install/pxelinux.cfg/default

label suppl_tau
kernel suppl_tau/memdisk
append initrd=suppl_tau/boot.img
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ターゲットサーバーからの Tools and 
Drivers CD へのアクセス
対象の Sun Fire サーバーで診断を実行するには、次のものが必要です。

■ 「PXE サーバーでの Tools and Drivers CD イメージのセットアップ」(61 ページ) 
の説明に従って構成された PXE サーバー。

■ PXE サーバーと同じネットワークでセットアップされた Sun Fire サーバー。

1. PXE サーバーと同じネットワークに Sun Fire サーバーを接続します。

2. Sun Fire サーバーの電源をオンにします (またはリブートします)。

3. POST の実行中に F12 キーを押します。

4. PXE サーバーの /tftpboot/linux-install/msgs/boot.msg にある Boot 
Message Screen (ブートメッセージ画面) が画面に表示されます。

5. プロンプトに「suppl_tau」と入力して、Enter キーを押します。

MEMDISK カーネルと Tools and Drivers CD の起動部がネットワーク経由でテ
ストコンピュータにダウンロードされ、メモリに格納されます。

ダウンロードが完了すると、Tools and Drivers CD の起動部が起動します。

6. 対象の Sun Fire サーバーに、Tools and Drivers CD の起動部のメインメニューが
表示されます。

7. これで、ハードウェアの診断やシステム BIOS のアップデートを実行できます。

Pc-Check 診断ソフトウェアの実行については、本書の第 3 章を参照してください。
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